
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 衛星データ処理に関する手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛星データの検索・ダウンロード 

データの解凍 

データ処理・画像作成 

画像の加工 

2.衛星データの処理 
平成 28年度熊本大学教育学部 

卒業論文 中原  



 以下に衛星データの処理を行うにあたって、閲覧したホームぺージと使用したソフトウ

ェアを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業総合研究所「人工知能センター」ホームページ 

(http://www.airc.aist.go.jp/gsrt/open-top.html) 

産総研は我が国最大級の公的研究機関であり、ホームページ

上で様々な情報を提供している。その中でも「人工知能センタ

ー」のページから Landsat8の衛星データをダウンロードする

ことができる。 

「QGIS」 (Ver.2.8.6) 

フリーでオープンソースの地理情報システムである。こちら

のソフトで衛星データの処理、画像の作成を行う。 

「7-Zip」  

無料でダウンロード可能な圧縮・解凍ソフトである。衛星デ

ータの圧縮ファイルの解凍に使用する。 

「GIMP」  

無料でダウンロード可能な画像編集、加工ソフトである。

QGISで作成した画像をつなげる、白地図を重ねるといった画

像加工に使用する。 

 

http://www.airc.aist.go.jp/gsrt/open-top.html


 

 

 

産総研ホームページ 人工知能研究センターのページ  

http://www.airc.aist.go.jp/gsrt/open-top.html 

 

 

 

 

 

2.1衛星データの検索・ダウンロード 

 

① 

「LandBrowser」をクリック。 

② 

検索画面が表示される。上部の入

力欄に地名の入力をすると、その

地点が表示される。 

右上の「Display Menu」から様々

な検索条件を入力できる。 

詳しくは次ページで説明する。 



「DisplayMenu」の説明 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

その他の操作 

・□Mosaic をチェックすると画面中央の座標が含まれる画像以外まで表示される。   

・□Night をチェックすると，夜の熱赤外画像があれば表示される。  

・Satellite では閲覧・検索・ダウンロードするデータを提供する衛星を選択できる。

Landsat-8以外にも ASTER、 Landsat-7などを選択できる。 

 

 

 

 

 

表示されている画像データの

衛星名 

データ ID 

Path/Row(番地のようなもの) 

雲量 

取得日付 移動させることにより

表示させるデータの取

得日時を変えることが

できる。 
不透明度であり、100で

は画像データのみが表示

され、0では画像データ

を透明にしてマップのみ

が表示される。 

雲量何％以下の画像

を対象とするかを決

める。 

検索期間を決める。 

 

TIRS をチェックすると

熱赤外画像が表示され，

Legend をチェックする

と熱赤外画像の温度と色

の対応関係が示される． 



 

 

 

 

 

③ 

保存したいデータを表示させた

状態で、上部にある「save」ボタ

ンをクリック。 

④ 

「Band1」などのボタンをクリッ

クすると、バンドごとにダウンロ

ー ド す る こ と が で き る 。

「tar.bz2」のボタンをクリック

すると、全バンドまとめてダウン

ロードができる。圧縮ファイル形

式でダウンロードされるため、解

凍が必要である。次ページから解

凍方法を説明する。 



 

 

 

衛星データをまとめてダウンロードすると圧縮ファイル形式で保存される。そのためデ

ータの解凍が必要になる。今回は「7-Zip」という圧縮・解凍ソフトを使用する。 

「7-Zip」は https://sevenzip.osdn.jp/ からダウンロード可能。 

 

 

 

 

2.2データの解凍 

 

① 

パソコンに合った方をダウンロ

ードする。 

https://sevenzip.osdn.jp/


 

 

 

 

 

 

② 

解凍したいファイル（.tar）の上

で右クリック。出てきたメニュー

から 

「7-Zip」＞「ここに展開」 

を選択する。 

③ 

一度目の展開でファイルが

「.tar」「.tar.bz2」の２つになる。

「.tar」ファイルの方をもう一度

展開する。 

 



 

 

～ファイル名について～ 

 

 

 

 

＊１ 緯度と経度をパス(path)とロウ(row)に変換してある。 

＊２ユリウス暦に由来する日付表記方法。後に表を添付。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

二度目の展開でデータの解凍が

完了する。 

Landsat-8ファイル名 

 LCppprrryyyydddLGN00.tar.bz2 

(ppp:パス＊１ rrr:ロウ＊１ yyyy:西暦年 ddd:ジュリアンデイト＊２ 

 



 

  



 

  

うるう年 



 

 

 

 「2.3データ処理・画像作成」の手順を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3 衛星データ処理・画像作成に関する手順 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3データ処理・画像作成 

 

バンドの結合 

QGISのインストール 

カラー合成画像 植生指数画像 温度分布画像 



 

 

http://qgis.org/ja/site/index.html のページから QGISのダウンロードが可能である。 

 

 

 

QGISのインストール 

① 

開いたページの「ダウンロードす

る」ボタンをクリック。 

② 

パソコンに合った方をダウンロ

ードする。 

http://qgis.org/ja/site/index.html


 

 

「加工したいデータを開く」 

 

 

「作業ごと／画像として保存」 

 

 

QGISの基本操作 

① 

左側にある「ラスタレイヤの追

加」ボタンをクリックし、キャン

バス上に開きたいデータを選択

する。 

② 

メニューバーの一番左にある「プ

ロジェクト」をクリックする。 

作業ごと保存したい場合 

→「保存」や「名前を付けて保存」

をクリック。 

画像として保存したい場合 

→「画像として保存」をクリック。 

 (.pngや.jpeg、.bmp形式など) 



「ヒストグラムの調整」 

各バンドのヒストグラムを調整することで表示される画像の色味を変更できる。 

 

 

 

 

 

 

③ 

開いたファイルの上で右クリッ

クし、出てきたメニューから「プ

ロパティ」を選択する。 

④ 

開いたウインドウの左側にある

メニューの「ヒストグラム」をク

リック。 



 

 

 

  

⑤ 

1 つのバンドのヒストグラムのみを

表示させる。 

右下の「設定/アクション」 

＞「選択されたバンドを表示する」 

⑥ 

バンドを選択し、指マークボタン

をクリックして最小値/最大値を

調整していく。 

「適用」ボタン＞「OK」ボタン 

の順にクリックで完了。 



 

 

カラー合成画像などを作成する際、バンド１～９の画像ファイルを結合しておく必要が

ある。 

 

 

 

バンドの結合 

⑥ 

入力ファイルは横の「選択」ボタ

ンをクリックして、バンド 1～９

のファイルを選択。 

出力ファイルは、結合後の出力す

るファイル名を入力。 

 

□レイヤスタックにチェック 

＞「OK」ボタンをクリック 

＊入力・出力のファイル名に日本

語が入っているとエラーが出る

のでファイル名は英数字にして

おく。 

 

⑤ 

メニューバー「ラスタ」 

＞「その他」 

＞「結合」 



 

 

カラー合成画像にはいくつか種類があるがここではトゥルーカラー画像の作成を例とし

て説明していく。 

 

 

 

 

カラー合成画像の作成 

① 

バンド１~９を結合したファ

イルを開き、プロパティを開

く。 

② 

プロパティの画面が開いた

ら、左側のメニューの「スタ

イル」をクリック。 

③ 

レンダータイプ 

→「マルチバンドカラー」 

バンドの割り付け 

→R:G:B  

(バンド 4:バンド 3:バンド 2) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

GoogleEarthのような見た目

の画像になったら完成であ

る。 

作業や画像を保存しておく。 

④ 

割り当てたバンドのヒストグラ

ムをそれぞれ調整し、 

「適用」ボタン＞「OK」ボタン

の順番でクリック。 



 

 

・植生指数画像は Landsat8 におけるバンド 4 とバンド 5 の衛星データを使用する。バン

ド間演算から「白黒画像」と「レベルスライス画像」の２種類の作成方法を説明していく。 

 

～バンド間演算～ 

 

 

 

 

植生指数画像の作成 

① 

Landsat8 のバンド 4 とバン

ド 5 のファイルを開いてお

く。 

② 

メニューバーの「ラスタ」から

「ラスタ計算機」を選択する。 



 

 

 

 

 

～白黒画像～ 

 

ラスタ演算式には、 

(バンド 5－バンド 4)／(バンド 5＋バンド 4) 

を入力する。 

「OK」ボタンをクリックして完了。 

④ 

バンド間演算が完了すると、白

黒画像が出来上がる。ヒストグ

ラムの調整もするとよい。 

③ 

出力レイヤには出力する際の

ファイル名を入力 



 

～レベルスライス画像の作成～ 

・プロパティを開き、「スタイル」を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

レンダータイプ 

→「単バンド疑似カラー」 

色の補間 

→「離散的」 

⑥ 

色 

→「RdYlBu」 

モード 

→「等間隔」分類数６ 

「分類」ボタンをクリック 

⑦ 

色の部分をダブルクリックす

ると自由に色を変えられる。 

DN値を調整する。 

⑧ 

「適用」ボタン＞「OK」ボタン 

の順にクリック。 



 

 

 

・温度分布画像は熱赤外域のバンドの衛星データを使用する。ここでは Landsat8のバンド

10のデータを使用していく。「白黒画像」と「レベルスライス画像」の２種類の作成方法

を説明していく。 

～白黒画像～ 

 

 

⑨ 

植生指数レベルスライス画像

の完成である。作業や画像を保

存する。 

温度分布画像の作成 

① 

Landsat8 のバンド 10 のファ

イルを開く。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

プロパティを開き、ヒストグラ

ムを調整する。 

③ 

温度分布白黒画像の完成であ

る。作業や画像を保存する。 



～レベルスライス画像～ 

・プロパティを開き、「スタイル」を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

レンダータイプ 

→「単バンド疑似カラー」 

色の補間 

→「離散的」 

⑤ 

色 

→「RdYlBu」反転 

モード 

→「等間隔」分類数８ 

分類ボタンをクリック 

⑥ 

色の部分をダブルクリックす

ると自由に色を変えられる。 

DN値を調整する。 

⑦ 

適用ボタン＞OKボタン 

の順にクリック。 

⑧ 

温度分布レベルスライス画像

の完成である。作業や画像を保

存する。 

 



 

 

 

 QGIS によって作成した画像をつなげる、重ねるといった画像加工をするのに「GIMP」

を使用する。https://www.gimp.org/のページからダウンロード可能である。ここでは画像を

つなげる／画像を白地図と重ねるという２つの画像加工について説明していく。 

 

 

 

 

 

 

九州付近の４つの画像をつなげていく。画像は傾いていて、つなげる際に周りの枠が邪魔

になるので画像を回転させて切り取ることで枠を取り除いていく。 

 

 

2.4画像加工 

 

① 

QGISで作成した画像をレイヤ

ーとして開く。 

メニューバー「ファイル」 

＞「レイヤーとして開く」 

画像をつなげる 

https://www.gimp.org/


 

 

 

 

 

③ 

画像を傾き分回転させる。 

メニューバー「ツール」 

＞「変形ツール」 

＞「回転」 

 

② 

画像の傾きを定規で測る。 

メニューバーの「ツール」をク

リックし、「定規」を選択。 



 

 

 

⑤ 

回転させたら、画像の残したい

部分を選択する。 

メニューバー「ツール」 

＞「選択ツール」 

＞「短形選択」 

④ 

角度の所に定規で測った値を

入力。正の値なら右回り、負の

値なら左回りに回転する。 

 



 

 

 

 

 

・残りのつなげたい画像も同様の作業を行う。 

⑦ 

作業を保存する。 

メニューバー「ファイル」 

＞「保存」「名前を付けて保存」 

(.xcf ファイルとして保存される。) 

⑥ 

選択範囲で切り抜きをする。 

メニューバー「画像」 

＞「選択範囲で切り抜き」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

レイヤー編集のウインドウを開く。 

メニューバー「ウインドウ」 

＞「ドッキング可能なダイアログ」 

＞「レイヤー」 

⑧ 

キャンパスを広げる。 

メニューバー「画像」 

＞「キャンパスサイズの変更」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 

枠を除く際に回転させた角度

分、元に戻すために回転させ

る。 

メニューバー「ツール」 

＞「変形ツール」 

＞「回転」 

ウインドウが開く 

＞角度を入力 

＞「回転」ボタンをクリック。 

⑩ 

レイヤーを広げる。 

レイヤーダイアログに表示されている、

広げたいレイヤーの上で右クリック。 

＞「レイヤーをキャンパスに合わせる」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 

画像の移動をする。 

メニューバー「ツール」 

＞「変形ツール」 

＞「移動」 

⑫ 

つなげたい画像の xcf ファイルをレイ

ヤーとして開き、一つ目の画像と同様

にレイヤーを広げ、回転させる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 

白地図レイヤーの不透明度を

後ろのレイヤーが透けて見え

るくらい下げていく。 

⑭ 

つなげたい画像が出そろった

ら、白地図作成ソフトで作成し

た白地図をレイヤーとして開

く。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰ 

白地図に合わせて他のレイヤ

ーを移動させてつなぎ合わせ

る。 

合わせたら白地図レイヤーを

削除する。 

⑯ 

白地図レイヤーの大きさを調

整する。 

レイヤーダイアログの白地図

レイヤーの上で右クリック。 

＞「レイヤーの拡大・縮小」 



 

 

 

つなげた画像に白地図(枠のみ)を重ねる方法を説明していく。 

 

 

 

 

 

⑱ 

画像を選択して切り取り、画像ファイル

形式(.pngや.bmp)に変換する。 

メニューバー「ファイル」 

＞「名前を付けてエクスポート」 

白地図と重ねる 

① 

重ねたい白地図を開く。 



～白地図の背景の透過～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

白地図を枠のみにしていく。 

メニューバー「色」 

＞「色を透明度に」 

③ 

新しいウインドウが開く。背景

の色を透明にしていく。 

プレビューのチェックを外し、 

この色： の後の白い部分をク

リック。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

さらに新しいウインドウが出

てくる。右下のスポイトマーク

をクリックすると、カーソルが

スポイトになる。 

前に出ていたウインドウの背

景の部分をクリックすると色

が抽出される。 

⑤ 

背景色が抽出され、先ほどまで

白色だった「この色：」の後が

背景色となる。 

「OK」ボタンをクリック。 



 

 

 

 

～白地図と重ねていく～ 

 

 

 

 

⑥ 

背景が透明化され、白地図の枠

のみが残る。 

そのまま作業を保存する。 

⑦ 

白地図と重ねたい画像と先程

保存した白地図枠を開き、重ね

ていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

白地図枠の色を変更すること

ができる。 

メニューバー「色」 

＞「着色」 

(他でも色変更は可能である。

「単色塗り」など) 

⑨ 

色相や彩度、輝度を調整するこ

とで色が変更できる。 

「OK」ボタンをクリックして

完了である。 



 

 

 

 「2.衛星データの処理」において使用した白地図(Fig.4)の作成方法について説明していく。 

 

Fig.4九州付近の白地図 

 

  また、白地図作成に使用したソフトウェアを以下に示す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

3.白地図の作成 

「KenMap」  

(http://www5b.biglobe.ne.jp/t-kamada/CBuilder/kenmap.htm) 

 無料でダウンロード可能な白地図作成ソフト。選択した都道府県の

白地図に市町村境界や市町村名も描くことができる。」 

もまで描くことができる。 



  

 

白地図作成ソフト KenMap は、 

http://www5b.biglobe.ne.jp/t-kamada/CBuilder/kenmap.htmからダウンロードできる。 

 

 

 

① 

開いたページの「Download」ボ

タンをクリックすると圧縮ファ

イルでダウンロードされるので、

「2.衛星データの処理」で紹介し

たようなソフト(7-Zip)等を使っ

て解凍する。 

基本の地図作成 

② 

KenMap を開き、左側のメニュ

ーにある「県指定」のボタンをク

リック。 



 

 

 

 

③ 

都道府県指定のウインドウが出

てくるので、白地図を作成したい

都道府県にチェックし、「決定」

ボタンをクリック。 

④ 

地図が表示される。左側のメニュ

ーから、市町村の区切りを描くか

や市町村名を付けるかの選択が

できる。 



 

 

 

 

⑤ 

地図枠の設定をするためには、左

側のメニュー「表示設定」をクリ

ック。 

⑥ 

「地図表示設定」のウインドウが

出てくるので、表示させている海

岸線、都道府県界、市町村界の色

や太さを変更する。 



 

 

 

 緯度経度さえわかれば、その地点を打点することができる。 

 

 

⑦ 

白地図の完成である。左下から画

像サイズや画像形式を選んで画

像を保存する。 

地図上にある地点を打点する 

① 

左側メニューの「ラベル」ボタン

をクリック。 



 

 

 

 

 

 

 

＊緯度、経度の入力には注意が必要である。気象庁ホームページに示されている各気象官署

の緯度経度をそのまま入力するのではなく、北緯 32度 44.8分なら 32.4848と入力する。

度はそのままでよいが、分が小数になっていたら秒に直す必要がある。ただし分と秒の間

には小数点を打たない。(0.1分→6秒) 

② 

(A)~(D)を順に行う 

(A)位置指定法は「経度/緯度」を選

択する。 

(B)地点の緯度(Y 座標)・経度(X 座

標)・名称(ラベル)を入力する。 

(C)「マーク」にチェックを入れる。 

(D)位置指定ボタンをクリック。 

文字色や文字サイズの変更

も可能である。 

 

③ 

熊本県各気象官署の入力例であ

る。 

(A) 

(D) 
(C) 

(B) 



 

 

 

④ 

打点した地図の完成である。画像

サイズや画像形式を選択して画

像を保存する。 


